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自分の聞こえ方の状態を知っていますか？今回は、オージオグラムの見方について勉強しましょう。

下の表を見たことがありますね。この記号が書かれてある部分を「オージオグラム」と言います。オー

ジオグラムに書かれている横の数値は、聞き取れる音の高さを表わしています。また、縦の数値は音の

大きさを表わしています。測定結果を見ると、１０００Ｈｚの高さで、右は８５ｄＢ、左は１１０ｄＢ

の大きさで音が聞こえた（閾値
いきち

）という意味です。 

また、１２５Ｈｚの裸耳の９０（ｄＢ）や８０００Ｈｚで１１０（ｄＢ）の数字の後に「↓」が付い

ています。これは、「スケールアウト」と言って、１２５Ｈｚでは９０ｄＢまでの音や８０００Ｈｚで

は１１０ｄＢまでの音では反応が見られないため、測定できなったことを意味しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

なかなか数字だけで音の大きさを想像するのは、難しいですね。以下のリンク先の資料のＰ５に、音

の大きさの目安の表が載っています。 

  ＜国立特別支援教育研究所＞ 

「聴覚障害教育Ｑ＆Ａ50 ～聴覚に障害のある子どもの指導・支援～」 より  

 http://www.nise.go.jp/cms/resources/content/11539/20160414-215751.pdf 
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○オージオグラムに書いてあるｄＢ（デシベル）とＨｚ（ヘルツ）は何を表わすでしょうか。 

（   ）にあてはまる言葉を□から選びましょう。 

 ・ｄＢ（デシベル）：音の（       ）を表わす単位 

 ・Ｈｚ（ヘルツ）：音の（       ）を表わす単位 

 

○前のページの表１から、山ろう太郎さんの裸耳と装用時の平均聴力レベルを４分法で計算してみまし

ょう。 

 平均聴力レベル＝（５００Ｈｚのレベル＋１０００Ｈｚのレベル×２＋２０００Ｈｚのレベル）÷４ 

 太郎さんの平均聴力レベル＝（３０＋３０×２＋３５）÷４ 

             ＝３１．２５ 小数点以下切り上げで３２ｄＢになります。 

 スケールアウトの際は、数字に＋５ｄＢ加えて計算します。 

自分の平均聴力レベルは何ｄＢが分かりますか？調べたり、計算したりしてみましょう。 

 

 

○中学部高等部のみなさんは、自分の聴力測定の結果を下のオージオグラムに書いてみましょう。 

書き終えたら、担任の先生に必ず確認してもらいましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高さ   大きさ 


